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Nakanoshima Science

　九州・豊後の杵築藩（現在の大分県）
の出身で、幼い頃からの天文マニア。医
学を学び、藩の御典医にまで昇進したエ
リートだったが、仕事が忙しくて好きな
天体観測ができないからと、地位を捨て
て脱藩。大坂で町医者をしながら、天文
三昧の生活を送ったという筋金入りの星
好き。新しい学問が好きで、ヨーロッパ
伝来の天文学を積極的に取り入れただけ
でなく、医者としては動物の解剖を行な
うなど、アグレッシブな人物だった。大
酒飲みかつ大胆な人柄で、弟子からは「豪
傑」と称されたほど。

　もともとは北堀江で質屋を営む裕福な
町人で、麻田剛立の下で天文学を学んだ。
その活躍が江戸の松平定信の目に止まり、
幕府から暦を作成するように命ぜられ、
あわせて幕府の天文役人の指導にも当た
ったスーパー町人学者。技術者としても
優秀で、伊能忠敬の日本地図作成プロジ
ェクトは、もともと間重富が西日本、伊
能忠敬が東日本の測量を行う計画であっ
たという。学問に忙しい中でも家業をお
ろそかにせず、家にあった蔵を11から15
に増やしたという才覚も持ち合わせてい
たビジネスマンでもあった。

　オランダ語をマスターした最初の大坂
人。若いころから記憶力抜群で評判だっ
たことから、師匠にあたる間重富の費用
援助を受けて、オランダ語習得のために
江戸へ留学。その間、約４カ月で覚えた
単語は４万語にのぼるという。留学後は
大坂に戻って、開業医をしながら蘭学塾
を開き、大坂に近代科学を根づかせる役
割を果たした。研究面では特に電気に強
い興味を持ち、エレキテル（静電気発生
装置）の実験や、雷の電気を集める実験
などを行い、日本の電気学の元祖とも言
われる。

　京都出身の蘭学者・医師。江戸と京都
で医学と蘭学を学んだ後、大坂に出て開
業医をしながら蘭学塾「思々斎塾」を開
いた。が、学問をこよなく愛する根っか
らの学者肌であったため、診察は奥さん
にまかせて自分はもっぱら研究と塾経営
に没頭。地動説や眼球の仕組みなど、オ
ランダ渡来の医学や物理学の研究に励ん
だ。そのため経済的には苦労したが、弟
子の緒方洪庵には「本格的な学問をする
なら大坂より江戸だ」と言って留学を勧
めるなど、商売っ気のないストイックな
人であった。

　幕末を代表する蘭学塾「適塾」を開い
た医師。門人帳に記された弟子の数だけ
でも636名に及び、福沢諭吉や大村益次
郎ほか、幕末から明治にかけての激動の
時代を背負って立つ人材を育てた。学問
に対しては厳しく、人を助けるための医
学を実践し、コレラ対策や天然痘の予防
の普及にも力を尽くした。その一方、普
段は温厚で人付き合いもよい粋人だった。
師匠の中天游を深く尊敬し、「自分が死
んだら先生の側に葬ってほしい」と日頃
から言っていたが、幕府の医官として赴
任した江戸で急死した。

町
人
科
学
者
、知
の
リ
レ
ー
。

【
江
戸
時
代
】

麻
田
剛
立

　

間 

重
富

　

橋
本
宗
吉

中 

天
游

　

緒
方
洪
庵

あ
さ
だ
・
ご
う
り
ゅ
う

 （
1
7
3
4
│
1
7
9
9
）

は
ざ
ま
・
し
げ
と
み

 （
1
7
5
6
│
1
8
1
6
）

は
し
も
と
・
そ
う
き
ち

 （
1
7
6
3
│
1
8
3
6
）

な
か
・
て
ん
ゆ
う

 （
1
7
8
2
│
1
8
3
5
）

お
が
た
・
こ
う
あ
ん

 （
1
8
1
0
│
1
8
6
3
）

福
沢
諭
吉
ら
適
塾
の
塾
生
へ

江
戸
時
代
の
大
坂
は
、全
国
で
も
類
を
見
な
い
学
問
シ
テ
ィ
。蘭
学（
医
学
）・
天
文
学
・
化
学
な
ど
、自
由
に
学
問
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。

面
白
い
の
は
彼
ら
が
み
な
、私
塾
を
つ
く
り
、弟
子
を
と
り
、「
知
の
リ
レ
ー
」と
も
呼
べ
そ
う
な
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

た
ど
っ
て
い
け
ば
現
代
に
も
通
じ
る
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
系
譜
を
見
て
い
こ
う
。

文
／
嘉
数
次
人（
大
阪
市
立
科
学
館
学
芸
員・Ｐ
２
〜
５
）

3 2

有名な適塾は、オフ
ィス街・淀屋橋に異
彩を放つ。この学舎
で洪庵は、日本の近
代の礎を築く人物を
育てた。

中が住んでいたのは
西区江戸堀だった。
江戸堀中公園の一角
には、塾の様子など
の説明書きと、石碑
が今も残されている。

エレキテルの解説書
にはカエルやネズミ
に電気を通す実験の
様子も。大阪府立中
之島図書館に所蔵さ
れており、閲覧可能。

脱サラして
学問の道にのめり込む。

星座に恋した
スーパー町人学者。

天才は、ちょっとアブない
実験もお好き。

蘭学のためなら
女房も泣かす。

偉人を育て続けた
町人科学者のアンカー。
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4

　

江
戸
時
代
後
期
の
大
坂
で
は
、
非
常
に
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
科
学
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
立
役
者
と
な
っ
た
町
人
学
者
た

ち
を
見
て
い
る
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
大
阪
人
の
特
徴
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
人
が
何
か
学
問
を
学
ぼ
う
と

す
る
と
、
現
在
の
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
で
は
な

く
、
と
て
も
閉
鎖
的
な
世
界
に
飛
び
込
ま
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
つ
う
、
師
匠
に

弟
子
入
り
す
る
時
は
「
誓
紙
」
と
呼
ば
れ
る

誓
い
の
言
葉
を
書
い
た
書
類
を
提
出
す
る
の

で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
先
生
か
ら
教
え
ら
れ

た
内
容
は
、
同
門
の
弟
子
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
に
も
他
言
し
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
こ
と
が

普
通
に
書
か
れ
て
い
て
、
堅
苦
し
い
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の

町
人
科
学
者
か
ら
は
、
そ
ん
な
閉
鎖
的
な
様

子
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

大
坂
の
天
文
学
の
基
礎
を
築
い
た
麻
田
剛

立
は
、
全
国
各
地
の
天
文
学
者
た
ち
と
師
弟

関
係
を
結
ば
ず
に
、
文
通
を
中
心
と
し
た
情

報
交
換
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。
し
か

　

中
之
島
に
い
た
最
も
名
高
い
科
学
者
と
い

え
ば
湯
川
秀
樹
博
士
で
あ
ろ
う
。
京
都
人
の

印
象
が
強
い
湯
川
だ
が
、
昭
和
８
年
（
１
９

３
３
）
か
ら
６
年
間
、
大
阪
帝
国
大
学
理
学

部
に
勤
め
、
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
物

理
学
賞
）
と
な
っ
た
中
間
子
理
論
も
そ
の
間

に
書
い
て
い
る
。
阪
大
赴
任
の
前
年
に
結
婚

し
て
大
阪
へ
移
り
住
み
、
天
満
橋
か
ら
毎
朝

京
阪
電
車
で
母
校
の
京
大
へ
通
っ
た
一
時
期

様
々
な
新
し
い
貴
重
な
経
験
を
し
た
。

　

京
都
と
は
全
く
趣
の
違
う
大
阪
の
街
、
静

か
な
風
流
人
だ
っ
た
義
父
と
の
暮
ら
し
、
長

男
の
誕
生
…
。「
我
執
の
強
い
孤
独
な
人
間
」

だ
っ
た
湯
川
の
内
面
に
少
し
ず
つ
変
化
が
兆

す
。
陽
子
と
中
性
子
を
結
ぶ
中
間
子
の
存
在

を
予
言
し
た
、
後
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
論
文
を
発

表
し
た
の
は
昭
和
９
年（
１
９
３
４
）、
27
歳

の
秋
。
大
阪
で
過
ご
し
た
「
最
も
苦
し
い
二

年
間
」
は
生
み
の
苦
し
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

湯
川
が
阪
大
を
去
っ
て
数
年
後
、
医
学
専

門
部
に
入
り
、
在
学
中
に
マ
ン
ガ
家
デ
ビ
ュ

ー
し
た
の
が
手
塚
治
虫
。
医
師
の
資
格
を
有

し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
マ
ン
ガ
と

ア
ニ
メ
制
作
で
多
忙
を
極
め
た
時
期
に
奈
良

県
立
医
科
大
に
通
い
、
医
学
博
士
の
学
位
ま

で
取
っ
て
い
る
。
学
位
論
文
は
「
異
型
精
子

細
胞
に
お
け
る
膜
構
造
の
電
子
顕
微
鏡
的
研

究
」。
タ
ニ
シ
の
精
虫
の
研
究
で
あ
る
。

も
、
月
食
な
ど
の
際
に
行
う
天
体
観
測
は
一

般
公
開
し
、
誰
で
も
見
学
可
能
と
い
う
オ
ー

プ
ン
さ
が
特
徴
で
し
た
。
こ
れ
が
大
坂
町
人

科
学
者
の
知
の
リ
レ
ー
の
出
発
点
で
す
。

　

剛
立
の
弟
子
で
あ
っ
た
間
重
富
は
、
自
分

が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
専
門
書
を
読
む
語
学
力
が

な
か
っ
た
の
で
、
語
学
が
で
き
る
人
材
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
出
し
た
の
が
、

貧
し
い
家
庭
で
傘
の
紋
描
き
を
し
て
生
計
を

立
て
て
い
た
青
年
・
橋
本
宗
吉
で
す
。
裕
福

な
商
人
で
も
あ
っ
た
重
富
は
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
抜
群
の
記
憶
力
で
評
判
だ
っ
た
宗
吉
の
存

在
を
知
る
と
、
江
戸
に
語
学
留
学
さ
せ
、
そ

の
間
の
費
用
と
留
守
宅
の
家
計
も
援
助
し
、

立
派
な
蘭
学
者
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　

留
学
を
終
え
て
、
心
斎
橋
の
近
く
で
蘭
学

塾
を
開
い
て
活
躍
し
た
宗
吉
で
す
が
、
後
に

弟
子
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
疑
い
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
自
ら
も
疑
わ
れ
、
大
塩
平
八

郎
か
ら
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
る
羽
目
に

陥
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
多
く
の
人
が
宗
吉

の
回
想
が
、
自
伝
『
旅
人
』
の
中
に
あ
る
。

　

…
電
車
は
カ
ー
ブ
の
多
い
線
路
を
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
い
た
。（
略
）
も
う
す
っ
か

り
見
慣
れ
た
景
色
を
、
ぼ
ん
や
り
な
が
め

る
私
の
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
の
は
、
や
は

り
核
力
の
問
題
で
あ
る
。
一
体
ど
こ
に
、

解
決
の
手
が
か
り
を
求
め
た
ら
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
核
力
と
い
う
、
新
し
く
登
場

し
て
き
た
力
は
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て

い
た
様
々
な
種
類
の
力
と
、
ど
う
関
係
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

気
鋭
の
研
究
者
が
集
ま
る
新
興
大
学
だ
っ

た
阪
大
で
、
当
時
最
先
端
の
量
子
力
学
に
取

り
組
み
、
原
子
核
構
造
の
探
究
を
目
指
し
た

湯
川
だ
が
、
赴
任
当
初
は
暗
中
模
索
が
続
い

た
。
な
か
な
か
論
文
が
書
け
ず
学
部
長
か
ら

激
し
く
叱
責
さ
れ
た
と
い
い
、自
伝
に
も「
昭

和
七
年
の
秋
か
ら
九
年
の
秋
ま
で
は
、
私
に

と
っ
て
最
も
苦
し
い
二
年
間
で
あ
っ
た
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
だ
が
、
一
方
で
こ
う
も

書
い
て
い
る
。

　

こ
の
二
年
間
に
、
私
は
学
究
者
と
し
て

の
大
き
な
苦
し
み
と
楽
し
み
と
を
体
験
し

た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
家
庭
の
中
に
、

社
会
の
中
に
生
き
て
ゆ
く
人
間
と
し
て
も
、

か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
変
わ
ら
ぬ
交
流
を
続
け
た
弟
子
が
、
中
天

游
で
し
た
。

　

そ
の
天
游
は
学
者
肌
の
人
で
、
奥
さ
ん
に

開
業
医
の
仕
事
を
任
せ
て
自
分
は
研
究
に
没

頭
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
家
計
は
苦
し

く
、
苦
学
生
で
あ
っ
た
弟
子
の
緒
方
洪
庵
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
ん
で
お
き
な
が
ら
、
そ
の

報
酬
も
満
足
に
支
払
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

洪
庵
は
嫌
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、
の
ち
に
故

郷
に
帰
っ
て
い
た
時
に
師
匠
死
去
の
知
ら
せ

を
聞
い
た
洪
庵
は
、
急
い
で
大
坂
に
戻
っ
て

師
匠
の
塾
の
教
師
役
を
引
き
継
ぎ
、
天
游
の

遺
族
の
面
倒
も
み
た
の
で
し
た
。　

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
町
人
科
学
者
の
知
の

リ
レ
ー
は
、
お
互
い
の
境
遇
を
超
え
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

彼
ら
が
お
互
い
の
学
問
を
尊
敬
し
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
学
問
を
支
え
る
の
は
「
人
」
で

あ
る
こ
と
を
彼
ら
が
認
識
し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

江
戸
期
の
大
坂
は
、
全
国
か
ら
モ
ノ
・
金
・

情
報
が
集
ま
る
商
業
都
市
で
す
が
、
そ
の
活

動
は
「
人
」
と
「
信
用
」
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

大
坂
の
科
学
者
た
ち
が
、
オ
ー
プ
ン
な
環
境

の
中
で
知
の
リ
レ
ー
を
し
て
ゆ
く
姿
か
ら
は
、

実
に
大
坂
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
感
じ
ら
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
塚
の
科
学
者
的
視
点
は
、
少
年
期
か
ら

育
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昆
虫
採
集
と
観

察
に
明
け
暮
れ
、
四
ツ
橋
に
電
気
科
学
館
が

開
館
す
る
と
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
通
い
詰

め
た
。
現
在
は
市
立
科
学
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
カ
ー
ル
ツ
ァ
イ
ス
Ⅱ
型
機
の
鮮
烈
な
印

象
を
こ
う
エ
ッ
セ
イ
に
綴
っ
て
い
る
。

　

ホ
ー
ル
ヘ
は
い
っ
た
時
の
印
象
は
強
烈

だ
っ
た
。
あ
の
鉄
亜
鈴
の
奇
怪
な
姿
は
目

に
焼
き
つ
い
て
、
後
年
漫
画
の
仕
事
の
上

で
、
し
ば
し
ば
イ
メ
ー
ジ
を
流
用
さ
せ
て

貰
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。

　

そ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
模
様
を
導
入
に
、

学
習
漫
画
と
し
て
描
い
た
の
が
『
漫
画
天
文

学
』
と
い
う
作
品
。
ち
な
み
に
、
手
塚
を
昆

虫
や
天
文
の
世
界
へ
導
い
た
の
は
、
小
学
校

の
同
級
生
の
石
原
実
氏
。
淀
屋
橋
南
詰
に
建

つ
石
原
時
計
店
の
５
代
目
社
長
で
あ
る
。

　

手
塚
の
曽
祖
父
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の

医
師
・
手
塚
良
仙
。
江
戸
の
種
痘
所
設
立
な

ど
に
尽
力
し
た
が
、
青
年
期
に
は
北
浜
の
適

塾
で
緒
方
洪
庵
か
ら
蘭
方
医
学
を
学
ん
だ
。

手
塚
の
名
作
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』
に
は
、
豚

の
解
剖
や
ア
ン
モ
ニ
ア
抽
出
実
験
の
話
、
漢

方
医
塾
生
と
の
軋
轢
な
ど
、
適
塾
生
た
ち
の

学
究
生
活
が
中
之
島
界
隈
の
風
景
と
と
も
に

活
き
活
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

 ﹁
来
る
者
拒
ま
ず
﹂、

オ
ー
プ
ン
な
学
び
の
場
。

日
本
人
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

理
論
は
こ
こ
で
。

人
と
人
の
信
用
を

基
礎
と
し
た
師
弟
関
係
。

「
漫
画
の
神
様
」の
、

世
代
を
超
え
た

結
び
つ
き
。

あ
あ
、麗
し
き

師
弟
関
係
。

決
め
手
は
人
材
!

【
幕
末
〜
昭
和
】

博
士
の
愛
し
た
中
之
島

〜
あ
の
有
名
人
の
科
学
に
ま
つ
わ
る
歴
史
小
話
集
〜

取
材・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

阪大時代の湯川秀樹（後列左端）。
理学部屋上にて同僚たちと。

写真提供／京都大学基礎物理学研究所　湯川記念館史料室

手塚の『漫画天文学』で描かれたカールツァイスⅡ型機。
サイン入りで科学館に寄贈された。

大阪市立科学館の北側には、
「大阪大学理学部跡地記念
碑」が残されている。

間重富が設計した天文
観測機器「象限儀」。
天体の地平線からの角
度をはかるもので、伊
能忠敬も使用（Ｐ７）。

麻田剛立らが研究した
天文書である『暦象考
成後編』。漢文で数式
などが書かれている。
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サンシャイン江越

Dr.ギャラクシー

コスモ渡部

シューティングスター飯山

ヒストリー・キング・カズ

頼れるキャプテンDr.ギャラクシー

コスモ渡部

シューティングスター飯山

ヒストリー・キング・カズ

サンシャイン江越

頼れるキャプテンDr.ギャラクシー

コスモ渡部

シューティングスター飯山

ヒストリー・キング・カズ

サンシャイン江越

頼れるキャプテン

7 6

　宇宙はどれだけ広いのか。どれだけ
多くの星があるんだろう。故郷である
信州の星空を眺めて空想した子どもの
頃の疑問を、40歳を超えた今も追う星
空エクスプローラー。何千億もある銀
河たちのふるまいを研究するうちに

「観測技術がすすみ、どうやら宇宙に
は果てがないことが分かった」という
彼の＂脳内宇宙旅行＂はプラネタリウ
ムで聴くべし。５月２１日までは『さ
がせ！第２の地球』を投影中。

　宇宙から常に地表に降り注ぐ宇宙線
の観測機械「スパークチェンバー」の
前で、「目に見えるものがすべてじゃな
い」と哲学者のような台詞を言うコス
モ渡部。実は人体にも宇宙線が常につ
きぬけているが、感じることはないの
だそう。宇宙線が発見された頃には「体
に届いた瞬間に人間の閃きが生まれて
いる」なんて説も飛び出したほど謎め
いた宇宙の世界について、子供との対
話を楽しむプラネタリアンなのだ。

　重さ40キロの隕石を抱える182セン
チのビッグマンは20年間流れ星を追い
かけてきた。流星群の数をカウントし
続けてきた趣味が、いつの間にか本業
に。「数の多さに毎年あたりはずれが
あるのが面白い」。流れ星といっても
実際は１ミリくらいの小さな石ころ。
大気圏にぶつかって燃えた光が見えて
いるのだとか。燃えつきずに地表に落
ちてきた隕石の成分を調べて、流星の
謎に迫る。

　天文学の歴史のことならカズに聞け。
5000年前のメソポタミアから江戸時代
の大坂町人天文学者の話まで、まるで
見てきたように大阪弁で話すストーリ
ーテラー。中国の星座にも精通し、西
洋と東洋の星に対する人々の価値観の
違いを分かりやすく伝えてくれる。「進
取の気性に富んだ大坂町人たちが、西
洋のすすんだ天文学を独自に学んだ江
戸時代は特に興味深い」と、今回の特
集でも町人科学者を解説。

　「太陽って何だ！」という青春映画
のタイトルのような疑問を探究する学
芸員。「最も身近な星だけど、まだま
だ分からないことだらけ」と黒点の大
きさや数の変化を観察し気候変動との
関係を考え、太陽から降り注ぐ粒子の
影響に迫る。今年５月２１日には太陽
が月に隠れてリング状に見える「金環
日食」が大阪でも見られるとあって、
サンシャイン江越のテンションも上昇
中。解説にも期待が高まる。

　四ツ橋の電気科学館時代から星の魅
力を伝えてきた“ミスター科学館”。
ジュニア天文講習会で彼の解説を聞き、
天文学の道に進んだ加藤チルドレンも
多い。今年４月館長に就任し、個性的
なメンバーをまとめる。「1937年開館
当時、富国強兵のムードが高まる工業
都市・大阪に登場した日本初のプラネ
タリウムは科学技術を国民にアピール
する装置だったのでしょう」と当時の
考察も鋭い。

いしざか・ちはる　1997年より勤務。専門は宇宙物理
学。著書『宇宙がわかる』は入門本に最適。

わたなべ・よしや　1990年より勤務。専門は観測天文
学。HPでは「星を巡る1001話」を執筆。現在75話。

いいやま・おおみ　2002年から勤務。専門は地球惑星
科学。小惑星探査機「はやぶさ」カプセル回収隊参加。

かず・つぐと　1990年より勤務。専門は天文学の歴史
という天文学系学芸員としては異色の文系。

えごし・わたる　2005年より勤務。専門はＸ線天文学。
気象予報士、鉄道ファンと様々な顔を持つ。

かとう・けんいち　1974年より勤務。専
門は恒星分光学。『イミダス』天文篇執筆。

おすすめ展示
銀河系の大きさを示した
模型。太陽系のサイズが
見つけられないほど小さ
くて驚く。

オダサクや手塚治虫も通
った日本初のプラネタリ
ウム（カールツァイスⅡ
型）の前で。

おすすめ展示
1970年からはじまった
日本の科学衛星のあゆみ
が分かる展示。実物の10
分の１の模型も。

おすすめ展示
鉄とニッケルからなるギベ
オン隕石は地下１階に展
示。実際に触ってみてそ
の重さを体感して欲しい。

おすすめ展示
江戸時代の天体観測に使
われた象限儀。星の高度
を巨大な分度器で測って
いたという。

おすすめ展示
観測衛星「ひので」が撮
影した太陽の映像。数
千万度で燃えるフレアの
迫力は必見。

大阪市立科学館は、前身の大阪市立電気科学館から数えて70年以上の歴史を誇る。
その一番の名物は、それぞれに専門特化した個性豊かな学芸員のみなさん。
サイエンティストの系譜は、今も脈 と々受け継がれていた。
取材・文／若狭健作（本誌）

大阪市立科学館のキレ者学芸員、大集合!

1

2
53

910

674
8

石坂千春 ［天文学］

渡部義弥 ［天文学］

飯山青海 ［天文学］

嘉数次人 ［天文学］

江越 航 ［天文学］

加藤賢一 ［館長・天文学］ オオサカ !  
中之島イレブン

11

ナカノシマ大学との
コラボ講座（P9）で
お待ちしています!
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プラスチック・クイーン マグネット斎藤

フレイバー小野 ブーメランのヒロシ

レインボー長谷川

◎今月の授業❶

 【大坂の天文学】

99

　前身の大阪市立電気科学館のオープンから今年で75周年。昨年リニュ
ーアルしたプラネタリウムをはじめ、サイエンスショーや天体観望会
など詳細はHP（ http://www.sci-museum.jp/）で。「中之島イレブン」
メンバーのページも充実。湯川秀樹が中間子理論を書きあげた大阪大
学理学部があった場所で、小学校５・６年生が対象の「ジュニア科学
クラブ」を開催するなど、次世代のサイエンティストを育てている。
☎06-6444-5656　9:30AM 〜 5:00PM（入場〜 4:30PM、プラネタリウム最終
投影4:00PM 〜）　月曜休（祝日・振替休日の場合は開館し、翌平日に休館）　
展示場観覧：大人400円、高校・大学生300円、中学生以下無料　※プラネタ
リウムホール観覧料は別途必要

大阪市立科学館

　スローガンは「プラスチック100年」。
日常生活にものすごく身近であるにも
かかわらず、誕生からまだ100年と歴
史の浅い「プラスチック」に魅せられ
た、中之島イレブンただ一人のなでし
こ学芸員。「こんなに急速に普及した
素材はない」とロマンを語り、大阪の
地元素材メーカーとのコラボ展示も企
画。白衣の似合う＂化学のおねえさん＂
として、サイエンスショーでは子供の
ココロをつかむ。

　「くっついたり離れたり…そんなん
好きですねん」と磁石の力を目に見え
るように展示してきたマグネット斎藤。
ノーベル賞に輝いた南部陽一郎氏の

「自発的対称性の破れ」を千個の方位
磁石で教える展示を作り注目を集めた。
一定の方向にそろった磁石の矢印が、
強い磁石を近づけてかき乱すとバラバ
ラになる。「群れたりケンカしたりし
て、人間そっくりですやん」と素粒子
物理の世界に世相を読み解く。

　匂いや毒、薬、元素の周期表などの
展示を担当するフレイバー小野。「匂
いって何ですか」という疑問を投げか
けると「分子が空気中に流れて鼻の中
の粘膜について、その時の電気信号が
脳に伝わるんです」とメカニズムをし
っかり解説。さらに「実は、うんちと
ジャスミンティーの匂いの分子構造は
同じなんですよ」という小ネタまで披
露するサービス精神は、さすがイレブ
ンメンバー。

　ブーメランはなぜ戻ってくるのか。
魔法でも手品でもない「歳差運動」と
いう物理学の現象を教えてくれる＂科
学館のおっちゃん＂は、ブーメランの
世界チャンピオンの技術を分析するな
ど科学で渡りあう。「スポーツは科学
なんですよ。どうやったら速く走れる
か、高く飛べるかなど理屈を考える大
切さを知ってもらいたい」。そんな思
いを込め、オリジナル紙製ブーメラン
を１階ショップで絶賛発売中なのだ。

　太陽が二つあるように見える「幻
日」、頭の上に虹のようなものが見え
る「環天頂アーク」など、空を彩る光
の現象を写真日記風にサイト「そらみ
たことか」で紹介する光のファンタジ
スタ。めったに見れない現象かと思い
きや「きちんと空を見上げれば結構見
つけることができる」のだとか。大阪
でも見えるレインボーショーを見逃す
なんてもったいない。現在は南港から
の蜃気楼を定点観測中。

たけがわ・ゆきこ　1998年より勤務。専門は有機化学。
「プラスチック100年」で日本化学会年会優秀講演賞受賞。

さいとう・よしひこ　1991年から勤務。専門は素粒子
物理学。磁石テーブルで「日本物理教育学会大塚賞」受賞。

おの・まさひろ　1992年より勤務。専門は無機化学。
著書『元素が分かる』は化学が苦手な方にもおすすめ。

おおくら・ひろし　物理学に親しみを持ってもらおう
とブーメランを使ったサイエンスショーを企画。

はせがわ・よしみ　1992年より勤務。専門は物性物理。
サイト「そらみたことか」には驚きの光学現象が満載。

おすすめ展示
象牙、セルロイド、アク
リル、ベークライトなど
様々なプラスチック製品
を展示したコーナー。

おすすめ展示
「磁石のテーブル」は青
いジャンパーを着たサイ
エンスガイドの解説がお
すすめ。

おすすめ展示
ピザやたこ焼き、松茸の
香りを体感できる「にお
い食堂」は子どもたちに
人気のコーナー。

おすすめ展示
放射線を観察する「霧
箱」。見えないものを見
ることができると科学は
もっと面白くなる。

おすすめ展示
電球や蛍光灯の光をスペ
クトルに分けて観察する
展示。七色パターンが違
って見える。

プラスチック・クイーン マグネット斎藤

フレイバー小野 ブーメランのヒロシ

レインボー長谷川

岳川有紀子 ［化学］ 斎藤吉彦 ［物理学］

小野昌弘 ［化学］ 大倉 宏 ［物理学］

長谷川能三  ［物理学］

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

大阪市立科学館コラボ講座 スペシャルナイト

国内でも珍しい、中之島が誇る全天周型のプラネ
タリウム！ フランス製の座り心地抜群のシートでく
つろぎながらお聞きください。

日時／３月17日（土） 
6:30PM〜８:00PM（開場6:00PM〜）
会場／大阪市立科学館　プラネタリウムホール
受講料／1,500円
定員／300名（対象年齢：中学生以上）
主催／ナカノシマ大学事務局　大阪市立科学館
協力／大阪21世紀協会　くもん出版　鳴海風　高山ケンタ

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「大阪市立科学館コラボ講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「星空トーク 江戸時代の大坂・町人科学者列伝」

 「星空トーク 江戸時代の
大坂・町人科学者列伝」
講師／嘉数次人（大阪市立科学館学芸員）

ゲスト／髙島幸次（大阪大学招聘教授・大阪天満宮文化研究所員）

嘉数次人さん
大阪の天文学の歴史の
スペシャリスト！

髙島幸次さん
大阪の町の人たちと星
座の関わりを語ります。

　江戸時代の大坂は、世界に誇れる科学
者たちが集まるサイエンス・シティだっ
た。今月の特集でもご紹介したように、
江戸時代後期の大坂の街場では、町人科
学者たちが自由に学問を楽しみ、天文学・
電気・医学の分野で日本をリードしてい
た。私たちがよく知る緒方洪庵や福沢諭
吉の活躍は、言わばこうした大阪科学
100年の集大成なのだ。
　今回はなんと全国でも屈指の性能を誇
るプラネタリウムを有する、大阪市立科
学館との連動企画。プラネタリウムに映

し出される星空の下、大阪科学の歩みを
知ることができる。また、最近発売にな
ったばかりの町人学者・間重富の伝記『星
空に魅せられた男』の朗読もあり。さら
に、ナカノシマ大学ではおなじみの髙島
幸次先生も登場し、大坂の街と天文学や
星座との関係まで明らかに。大阪市立科
学館と月刊島民、中之島のメンバー同士
だからこそ実現した豪華企画をお見逃し
なく！

プラネタリウムの映像で見る!  朗読で聴く!
こんなにすごかった、大坂のスーパー科学者の物語。

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

プラネタリウムで
寝ながら学べる!

プラスチック・クイーン マグネット斎藤

フレイバー小野 ブーメランのヒロシ

レインボー長谷川

8

島民Vol.43.indd   9-10 12/01/23   20:21



◎今月の授業❷

 【アースダイバー】
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2012年3月講座

日時／3月23日（金）　7:00PM〜（開場6:00PM〜）
会場／北御堂・津村ホール
受講料／2,000円
定員／200名（売り切れ次第終了）
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／明治大学 野生の科学研究所　大阪21世紀協会

募
集
要
項

★ご注意★　こちらの講座は、受講料前払い制です。受講料お支払い時点
で申し込みが完了します。ファックス、ハガキでの受付は致しません。

【１：インターネットからのお申し込み】
ナカノシマ大学の申し込みページの案内にしたがって、チケット購入サイト

「ｅプラス」にてチケットをお買い求め下さい。

【２：郵便振替でのお申し込み】
下記の口座番号にお申し込み下さい。ご入金が確認でき次第、チケットを
お送りします。なお、郵便振替のご入金通知が事務局に届くまでに１週間
ほどかかります。ご注意ください。
口座番号：00990-5-299267　　加入者名：カ）イチヨンマルビー

「アースダイバーでわかった、大阪のこと」

 「アースダイバーでわかった、大阪のこと」
講師／中沢新一（明治大学 野生の科学研究所所長） 

　　 江 弘毅（『月刊島民』編集発行人）

コーディネーター／釈 徹宗（相愛大学教授）

講座の前に予習・復習!

中沢新一
 「大阪アースダイビング」
語録。

釈 徹宗
宗教・歴史の圧倒的な知
識から大阪を俯瞰。

江 弘毅
大阪の街場のこと、祭り
のことならおまかせ。

　人類学者・中沢新一が、ナカノシマ大
学に再びやって来る。2010年４月講座
として行われた「大阪アースダイバーへ
の道」は、400人を超える人々が集まる
大盛況となった。その時はまだ週刊現代
での連載が始まる前。それから約２年が
経ち、連載も今年の１月をもって堂々完
結。その経過を楽しみにフォローしてい
た人も多いだろう。
　生國魂神社や坐摩神社など、大阪を代
表する神社でさえ、時代によって場所を
移されていることを挙げ、中沢先生は大
阪を「やわらかい土地」と表現する。お寺
や神社といった宗教・歴史に深く関わる
場所から、千日前に代表される繁華街、
商人の町であった船場など大阪中をくま
なく歩き、「土地の記憶」の解明に取り組
んできた。調査に５年、連載期間は１年半
というビッグプロジェクトは、今後いよ
いよ単行本として出版されることとなる。
　その前に、中沢先生にアースダイバー
によって見えてきた大阪の全貌の〝調査
報告〟をしていただこう。「風通しの良

さや、大人のコミュニケーション、こう
した人の気持ちよさと食の豊かさは日本
にも類がない」と話す中沢先生。アース
ダイバーの前後で、大阪の見え方はどう
変わったかのか？　そしてこれからの展
開はどうなるのか？　中沢先生の肉声が
大阪で聴ける久しぶりの機会をお見逃し
なく。中沢先生、お待ちしております！

調査5年、そして1年半にわたって連載した
「大阪アースダイバー」が堂々完結!
中沢先生、大阪の見え方はどう変わりましたか?

大阪の
「土地の記憶」
を呼び覚ませ

◎江戸と大坂を分けたもの
　江戸時代、東京（江戸）では金を使って
いました。金は定量で判子を押してある
から、交換する時は重さを量らず、判子
の権威を担保にして流通していた。一方、
大坂では銀が使われていたのですが、銀
の場合は正確な重さが分からないから秤
で量らなくちゃいけない。でも、いちい
ちこんな面倒くさいことはやっていられ
ないので、ここに「信用」が発生します。
人間関係の中で信用を築くには時間が必
要です。しかもそれを持続させるために、
信用を大事にして社会をつくっていく。
それが大阪と東京の大きな違いです。
　定量のお金ではなく、不確
定なものを交換し合うことに
よって、信用という人間同士
の関係を強固なものにする。
その上で成り立っていく商業資本主義が
大阪で発達しました。今、資本主義の考
え方が世界的に危機的状況に陥っている
中で、それを脱するヒントを大坂の商人
が残してくれているんじゃないかと思う
んです。

（ナカノシマ大学2010年4月講座
「大阪アースダイバーへの道」
2010年4月16日）

◎大阪のなりたち
　世界の大都市や文明は、たいてい川の河口につくられたり、三角州のよ
うな場所からだんだん発達してくるのが特徴なんです。その意味で言うと、
大阪は非常に原型的で古典的な成り立ちをしている。
大阪の学者たちは昔からものすごく大阪に誇りを持っていて、「大阪はパ
リに似ているんじゃないか」とよく書いています。それもそのはずで、パ
リはセーヌ川のほとりにできたシテ島という砂洲の上に生まれた街だった
んですから。大阪では中之島が非常に高級な場所で
あるわけですが、あそこに立っていると「これはパ
リだね」と感じるのは確かにその通りなんですね。

（ナカノシマ大学東京編「アースダイバーで読み解く、東京×大阪」
2011年2月8日）

◎北新地の「遊び」
　銀座は、もともと霞ヶ関の官庁街で働
く役人たちの接待場として造られた街。
だからそこへ行く人はどうしても威張っ
ちゃうけど、大阪の場合はそういう中央
官庁とは縁がない。つまり、北新地
でのやり取りは、純粋な意味
での遊びであるわけですね。
昔の遊郭と同じで、そこに出入りする人
間は平等です。男と女はもちろん、客で
ある男の中でも手代（下級役人）であろ
うが、壇さんであろうが、その空間の中
では平等。北新地では、「誰が偉い」と
いったことをあまり感じません。「アジ
ール」なんですね。

（『月刊島民』2011年10月号）

わー、中沢新一先生と話できるんですか。それもわ
たしらの地元・大阪について。大阪について考えた
り語ったりするのは、地勢や風土、歴史や宗教、
言葉や気質、食べ物や金儲けのことなどなど、変
数群がぐちゃぐちゃに入り組んでいて、それらのあれ
やこれやをほぐして腑分けしたりすることはあまり有効
ではない。そういうふうに思っているのですが、その
ぐちゃぐちゃなありようをすっきりした話で語っていただ
ける（これは矛盾しているように見えるがしていない）
希有な人が、中沢先生ですね。かっこいいですし。
とても楽しみにしています。散髪行っとかなあかんなあ。

人類規模の壮大な視点から、私たちの日常の構造
を読み解く。さらには、それを足がかりにこれからの
社会のありかたまで語るアースダイバー。中沢新一
先生が「大阪」に眼をつけたのは、ゆえなきことで
はありません。「大阪アースダイバー」こそ、今、
必要な作業なのです。心から大阪を愛する二人、
中沢新一×江弘毅の語りで視界が変わります！

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

今月は豪華2本立て! 　

梅田

難波

天王寺

住吉大社

上本町

大阪城

新大阪

今から約5500年前の大阪の地形図。現在よりも
３〜５ｍほど海面が高く、色の濃いところほど水
面が高い。（カシミール３Ｄで作成）
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今
は
も
う
な
い
が
、
中
之
島
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ

ー
ル
の
東
側
に
、
Ｓ
Ａ
Ｂ
ホ
ー
ル
と
い
う
劇
場
が
あ
っ

た
。
こ
こ
は
テ
レ
ビ
の
収
録
な
ど
も
や
っ
て
い
た
が
、

東
京
の
岩
波
ホ
ー
ル
が
主
宰
す
る
「
エ
キ
プ
・
ド
・
シ

ネ
マ
」
と
い
う
名
画
の
シ
リ
ー
ズ
を
多
く
上
映
し
て
い

た
。
私
は
新
聞
の
映
画
評
で
お
も
し
ろ
そ
う
な
作
品
を

見
つ
け
る
と
、
よ
く
一
人
で
観
に
い
っ
た
。

　

い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー・

シ
ェ
ン
ゲ
ラ
ー
ヤ
監
督
の
『
ピ
ロ
ス
マ
ニ
』
と
い
う
作

品
だ（
１
９
６
９
年・ソ
ビ
エ
ト
映
画
）。
グ
ル
ジ
ア（
カ

ス
ピ
海
と
黒
海
の
間
の
国
）
生
ま
れ
の
独
学
の
放
浪
画

家
、
ニ
コ
・
ピ
ロ
ス
マ
ニ
の
生
涯
を
追
っ
た
も
の
で
、

画
面
は
青
と
灰
色
を
基
調
と
し
、
物
語
は
さ
し
た
る
事

件
も
な
く
淡
々
と
進
む
。

　

ピ
ロ
ス
マ
ニ
は
居
酒
屋
の
看
板
を
描
い
た
り
し
て
生

計
を
立
て
て
い
る
が
、
主
人
に
牛
を
赤
い
色
に
塗
る
よ

う
指
示
さ
れ
る
と
、「
よ
け
い
な
口
出
し
を
す
る
な
。

商
売
だ
け
や
っ
て
ろ
」
と
、
憤
然
と
立
ち
去
っ
た
り
す

る
。
ず
っ
と
無
名
だ
が
、
あ
る
と
き
フ
ラ
ン
ス
の
美
術

評
論
家
に
見
い
だ
さ
れ
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
。
サ
ロ

ン
に
招
か
れ
る
と
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、「
町
の
中

心
に
大
き
な
木
の
家
を
建
て
ま
せ
ん
か
。
皆
が
集
ま
っ

て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
芸
術
を
語
る
ん
で
す
」
と
挨

拶
す
る
。
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
が
、
す
ぐ
に
忘
れ
去
ら

れ
て
、
ふ
た
た
び
不
遇
と
貧
困
に
身
を
沈
め
る
。
ラ
ス

ト
、
訪
ね
て
き
た
友
人
が
、「
何
を
し
て
い
る
」
と
聞

く
と
、「
死
ぬ
と
こ
ろ
さ
」
と
答
え
、
そ
れ
で
も
友
人

の
肩
を
借
り
て
復
活
祭
に
出
か
け
る
。

　

セ
リ
フ
も
場
面
転
換
も
少
な
い
映
画
だ
が
、
絵
に
魂

を
奪
わ
れ
た
ピ
ロ
ス
マ
ニ
の
密
や
か
な
情
熱
が
伝
わ
っ

て
き
て
、
私
は
心
を
奪
わ
れ
た
。
小
説
に
執
心
し
つ
つ

も
、
ま
っ
た
く
行
く
先
が
見
え
ず
、
内
心
で
は
の
た
う

ち
ま
わ
り
な
が
ら
、
表
面
上
は
ふ
つ
う
に
振
る
舞
っ
て

い
た
当
時
の
私
の
心
情
に
、
ぴ
た
り
と
重
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

ピ
ロ
ス
マ
ニ
の
絵
も
大
い
に
気
に
入
り
、
展
覧
会
が

あ
れ
ば
、
東
京
や
神
戸
に
観
に
行
っ
た
。
作
品
は
黒
い

防
水
布
に
描
か
れ
て
い
て
、
絵
具
を
節
約
す
る
た
め
か
、

黒
い
部
分
は
塗
り
残
し
の
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
目
や
眉
が
異
様
に
く
っ
き
り
見
え
る
。
ピ
ロ

ス
マ
ニ
に
は
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
と
い
う
女
優
を
描
い
た
絵

が
あ
り
、
彼
が
こ
の
女
優
に
恋
を
し
て
、
大
量
の
バ
ラ

を
贈
っ
た
と
い
う
逸
話
（
映
画
に
は
描
か
れ
な
い
。
創

作
と
の
説
も
あ
り
）
に
ち
な
ん
だ
歌
が
、『
百
万
本
の

バ
ラ
』
で
あ
る
。
日
本
で
も
加
藤
登
紀
子
が
歌
っ
て
ヒ

ッ
ト
し
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
同
じ
く
グ
ル
ジ
ア
人
の
監
督
、
オ
タ
ー
ル
・

イ
オ
セ
リ
ア
ー
ニ
の
『
落
葉
』
や
、
ギ
リ
シ
ャ
人
監
督
、

テ
オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
プ
ロ
ス
の
『
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
』

な
ど
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

前
者
は
、
ワ
イ
ン
工
場
で
政
府
の
ノ
ル
マ
を
果
た
す

た
め
に
、
ま
だ
熟
成
し
て
い
な
い
ワ
イ
ン
を
出
荷
し
よ

う
と
し
た
工
場
長
ら
を
、
純
真
な
若
い
職
人
が
告
発
す

る
内
容
で
、
社
会
主
義
体
制
の
否
定
的
な
面
を
描
い
て

い
る
。
女
性
を
巡
る
さ
や
当
て
も
あ
る
が
、
ラ
ス
ト
で

告
発
し
た
主
人
公
で
は
な
く
、
告
発
に
反
対
し
た
恋
敵

が
女
性
と
楽
し
げ
に
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
て
、
妙
な
リ

ア
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
（
現
実
は
そ
ん
な
も
の
）。

　

後
者
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に
再
来
す
る
と
い
う
伝
説
の
王

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
、
20
世
紀
初
頭
、
農
民
た
ち
の
土

地
の
解
放
を
求
め
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
貴
族
を
誘
拐
す
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
ギ
リ
シ
ャ
劇
風
の
長
ま
わ
し

が
多
用
さ
れ
、
３
時
間
半
に
ち
か
い
作
品
だ
っ
た
の
で
、

途
中
で
寝
た
。

  

寝
た
と
い
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
、
ル
キ
ノ
・
ビ

ス
コ
ン
テ
ィ
の
作
品
群
で
も
、
と
き
ど
き
睡
魔
に
襲
わ

れ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｂ
ホ
ー
ル
で
観
た
の
は
、『
家
族
の
肖
像
』

だ
っ
た
と
思
う
。
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
演
じ
る
孤

独
な
教
授
が
、
美
貌
の
左
翼
青
年
（
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
バ

ー
ガ
ー
）と
そ
の
愛
人（
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ・マ
ン
ガ
ー
ノ
）

ら
の
闖
入
で
、
静
か
な
生
活
を
乱
さ
れ
、
最
後
は
死
に

至
る
と
い
う
悲
劇
的
な
内
容
で
あ
る
。
疑
似
家
族
に
さ

さ
や
か
な
つ
な
が
り
を
求
め
る
老
い
た
教
授
が
、
な
ん

と
も
哀
れ
だ
っ
た
。

　
『
山
猫
』
は
、
19
世
紀
の
シ
シ
リ
ー
島
で
暮
ら
す
公

爵
の
物
語
で
、
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
や
ア
ラ
ン
・

ド
ロ
ン
が
出
て
い
た
が
、
こ
れ
も
３
時
間
を
超
え
る
大

作
で
、
途
中
で
居
眠
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
作
品
が

退
屈
な
の
で
は
な
く
、
私
に
鑑
賞
力
が
な
か
っ
た
せ
い

だ
ろ
う
。
数
年
前
、『
山
猫
』
の
完
全
版
が
上
映
さ
れ

た
の
で
観
に
行
く
と
、
今
度
は
眠
気
が
差
す
ど
こ
ろ
か
、

全
編
お
も
し
ろ
く
て
、
バ
ー
ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
と
ク

ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
レ
の
長
い
ワ
ル
ツ
の
シ

ー
ン
な
ど
は
、
思
わ
ず
見
惚
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
作
品
は
、
ほ
か
に
『
ル
ー
ド
ウ

ィ
ヒ
』『
地
獄
に
堕
ち
た
勇
者
ど
も
』『
ベ
ニ
ス
に
死
す
』

『
イ
ノ
セ
ン
ト
』
な
ど
を
観
て
心
酔
し
、
ほ
と
ん
ど
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
買
っ
て
今
も
と
き
ど
き
観
て
い
る
。

 　

中
之
島
で
は
な
い
が
、
堂
島
に
あ
っ
た
大
毎
地
下
劇

場
に
も
よ
く
足
を
運
ん
だ
。
こ
こ
は
Ｓ
Ａ
Ｂ
ホ
ー
ル
よ

り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
名
画
を
よ
く
上
映
し
た
。
マ
ー
チ
ン・

ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
『
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
』（
ロ

バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
主
演
）、
ボ
ブ
・
フ
ォ
ッ
シ
ー

監
督
の
『
レ
ニ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
』（
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ

フ
マ
ン
主
演
）、
メ
ル・ブ
ル
ッ
ク
ス
監
督
の
『
ヤ
ン
グ・

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
ジ
ー
ン
・
ワ
イ
ル
ダ
ー

主
演
）
な
ど
を
観
た
の
は
こ
の
劇
場
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
強
く
感
情
移
入
し
た
の
は
、『
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
』
の
デ
・
ニ
ー
ロ
扮
す
る
ト
ラ
ビ
ス
で
あ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
帰
り
の
ト
ラ
ビ
ス
は
、
不
眠
症
の
た
め

夜
間
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
な
る
。
客
は
酔
っ
ぱ
ら
い

や
ヤ
ク
ザ
や
売
春
婦
た
ち
。
ト
ラ
ビ
ス
は
堕
落
し
た
町

へ
の
嫌
悪
を
日
記
に
綴
る
。
彼
は
変
わ
り
者
で
、
せ
っ

か
く
デ
ー
ト
に
こ
ぎ
着
け
た
美
女
（
シ
ビ
ル
・
シ
ェ
パ

ー
ド
）
を
、
ポ
ル
ノ
映
画
に
誘
っ
て
フ
ラ
れ
た
り
、
少

女
売
春
婦
（
ジ
ョ
デ
ィ
・
フ
ォ
ス
タ
ー
）
に
ま
じ
め
に

更
正
を
説
い
た
り
す
る
。
貯
め
た
金
で
銃
を
何
丁
も
買

い
、
自
分
で
細
工
を
し
て
、
腕
を
振
っ
た
ら
袖
か
ら
銃

が
飛
び
出
す
仕
掛
け
な
ど
を
作
る
。
腕
立
て
伏
せ
や
懸

垂
で
身
体
を
鍛
え
、
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
に
し
て
、
偽
善
的

な
大
統
領
候
補
を
暗
殺
に
行
く
。
し
か
し
、
失
敗
し
て
、

そ
の
足
で
少
女
売
春
婦
を
搾
取
し
て
い
た
ポ
ン
引
き
の

ア
ジ
ト
に
向
か
い
、
全
員
を
射
殺
す
る
。

　

ラ
ス
ト
。
ト
ラ
ビ
ス
は
自
ら
も
重
症
を
負
っ
た
は
ず

な
の
に
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
を

運
転
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま
乗
せ
た
元
恋
人
に
事
件
の

こ
と
を
聞
か
れ
て
も
、「
肩
が
凝
る
」
く
ら
い
し
か
言

わ
な
い
。
次
の
瞬
間
、
鋭
い
光
が
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
過

ぎ
り
、
ト
ラ
ビ
ス
は
視
線
を
翻
す
。
事
件
は
事
実
な
の

か
、
ト
ラ
ビ
ス
の
妄
想
な
の
か
…
…
。
汚
い
字
の
日
記
、

銃
の
細
工
、
鏡
相
手
に
や
る
銃
撃
の
予
行
演
習
な
ど
、

鬱
屈
し
た
男
の
狂
気
が
た
ま
ら
な
い
魅
力
だ
っ
た
。

 　

最
近
は
こ
う
い
う
感
情
移
入
の
で
き
る
映
画
が
少
な

い
。
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ン
か
、
ア
ホ
ら
し
い
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
ば
か
り
。
当
時
は
東
梅
田
に
も
う
１
軒
、
シ
ネ

マ
・
ヴ
ェ
リ
テ
と
い
う
名
画
座
も
あ
り
、
ア
ン
グ
ラ
系

の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
映
画
を
上
映
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ

の
劇
場
も
も
う
な
い
。
残
っ
て
い
る
の
は
九
条
の
シ
ネ・

ヌ
ー
ヴ
ォ
く
ら
い
。

　

名
画
は
難
解
な
も
の
が
多
い
の
で
、
ど
こ
が
お
も
し

ろ
い
の
か
上
手
に
解
説
す
る
必
要
が
あ
る
。
解
説
が
必

要
な
作
品
は
、
完
成
度
が
低
い
と
い
わ
れ
る
が
、
鑑
賞

力
の
未
熟
な
客
に
伝
え
る
に
は
、
そ
れ
も
致
し
方
な
い
。

作
品
だ
け
で
わ
か
り
や
す
く
描
く
と
、
成
熟
し
た
客
か

ら
は
、
深
み
が
な
い
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

　

小
説
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
だ
か
ら
苦
労
す
る
。

わ
か
り
や
す
く
て
、
お
も
し
ろ
く
て
、
か
つ
深
い
と
い

う
作
品
は
、
見
果
て
ぬ
夢
か
も
し
れ
な
い
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「今月、長編『第五番』（幻冬舎刊）が出ます。東京、ウィーン、神戸を舞台にした医療サスペンス。
『ダ・ヴィンチ』３月号に「こんげつのブックマーク」で、恥ずかしながら著者インタビュー出ています」

illustration: maki yoshimura
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日 ワークショップデザイナー・カフェ「ワークショップデザイナーの場作り」 定員：30名
大阪大学ワークショップデザイナー育成プログラムの修了生たちと共に、ミニワーク体験を通して“場作り”について考えます。

2:00PM〜
4:00PM5

「『安らかな死』と『尊厳ある死』をめぐって」霜田 求（京都女子大学現代社会学部教授／大阪大学大学院医学系研究科招へい教員）
望まない延命を拒否し自然な死を迎えたいという考え方（いわゆる尊厳死）など、「死に方」をめぐる問題について考えます。

10:30AM〜
12:00PM土4

「くすりの話」那須正夫（大阪大学大学院薬学研究科教授）
身近なくすりの基本的な知識から最新の話題。また印籠の中身や漱石の飲んだくすりなど、くすりを生活と文化から紹介します。

1:30PM〜
3:00PM土4・18

「おもしろ日本語学 〜社会方言の世界」小矢野哲夫（大阪大学大学院言語文化研究科教授）
業界用語、若者ことば、男性語・女性語など、年齢・性別などによって異なる「社会方言」の世界を垣間見てみましょう。

1:30PM〜
3:00PM金17

「はやぶさと太陽系小天体探査の新時代」圡山 明（大阪大学大学院理学研究科教授）
はやぶさ計画の概要から小惑星や隕石についての基礎知識。宇宙から採取したサンプル分析の展望などについて幅広く解説します。

10:30AM〜
12:00PM土18・25

「工作教室Coppa!! —凧を作って飛ばそう！」ムラバヤシケンジ（アーチスト） 料金：1,600円
ビニール袋を使っての簡単タコ作り。楽しい絵を描いて、大空高く飛ばしましょう！

土18
会
場
B

2:00PM〜
4:00PM

「『ピーター・バラカン　音楽日記』刊行記念DJトークショー」 参加料：700円（1ドリンク付き）
ピーター・バラカン氏セレクトによる音楽と、音楽のもっと深〜いお話をお聞きいただきます。

土11 会
場
Ｈ

11:30AM〜

「ギフトアイシングクッキー」nicohoho(クリエイター） 参加費：3,150円
アイシングクッキーを気軽に楽しんでいただけます。バレンタインに向けお家で作る際のアドバイスも。

土
・
日4・5 会

場
Ｅ

1:00PM〜
3:00PM

「石原正一のヨミすぎ！〜古今東西名作朗読会〜」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円
古今東西の名作を読みまくる夜です。具体的に配役に分けて、名作文章の世界を楽しんでいただきます。

火21 会
場
Ａ

7:30PM〜
9:30PM

大阪大学21世紀懐徳堂
●Handai-Asahi 中之島塾 大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

会場／大阪大学中之島センター　インターネット、電話、FAXか、朝日カルチャーセンターの窓口でお申し込みください。 http://www.asahiculture.com/
nakanoshima/index.html　☎06-6222-5224　ＦＡＸ.06-6222-5221　問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224

会場／アートエリアB1　参加費／11日のみ有料　当日先着順・入退場自由　問い合わせ／［内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）
☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB1 ☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下１階の［アートエリアB1］。2月のラインアップはこんな感じ。

水 中之島哲学コレージュ／書評カフェ「妊娠中絶の生命倫理」 定員：50名
哲学論文集『妊娠中絶の生命倫理』の監訳者をゲストに迎え、内容を解説してもらったあと、妊娠中絶について議論します。

7:00PM〜
9:00PM8

日 オムツカフェ「人間にとって排泄とは？」 定員：30名
生きる上で欠かすことのできない排泄に関する基本的な考え方と、人間の排泄に特有のマナーやタブーについて考えてみます。

1:30PM〜
3:00PM12

日 マンガカフェ15「フレンチ・コミックス＝BD最前線」 定員：50名
マンガファン注目のフランスのコミック＝バンド・デシネ（BD）の翻訳家・研究者の原正人さんを迎え、BD の世界を紹介します。

2:00PM〜
4:00PM19

金 中之島哲学コレージュ／哲学セミナー「避妊の責任は男女が等しく負うべきか？」 定員：50名
正しく服用すれば100％近い避妊効果が得られるピル（経口避妊薬）を題材に、「避妊の責任」について考えたいと思います。

7:00PM〜
9:00PM24

金 三十路カフェ 〜ワークスタイル編〜　定員：30名
30代の生き方について考える三十路カフェ。昨今注目を集めつつある「コワーキング」について考えてみましょう。

4:00PM〜
9:00PM17

21世紀の懐徳堂プロジェクト 2月の時間割
ナカノシマ大学ほか、中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

◎21世紀の懐徳堂プロジェクトとは…　ナカノシマ大学が、（財）大阪21世紀協会、大阪大学、大阪市と連携しながら、
大阪の街に「市民が学ぶための場所」を広げていくためのムーブメントです。

A
B
C

D
E
F

G

H

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。
※大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、参加店舗を募集中です。お問い合わせはsingles@do.ai（common café）まで。

「三日月豆の苔玉教室『バレンタインにハートの苔玉』」松本佳子（苔玉と緑の店「三日月豆」店主） 
料金：3,800円（材料費＋夜食付き）　大切な人へのプレゼントにも素敵ですし、自分のために作るのもいいですね。男性参加も大歓迎です★

土11
会
場
F

6:00PM〜
8:00PM

「食卓の手仕事『プロから習う。キムチを漬けよう！』」岩崎優香（元・韓国料理店「YUYU」店主） 
料金：4,500円（仕込みキムチ＋キムチ鍋ごはん）ソウル出身のyuyuさんが、韓国の家庭の味を教えてくれます。

日12 会
場
Ｆ

11:00AM〜
2:00PM

5:00PM〜
８:00PM

「ワニの母さんをつくりましょう！」IRIIRI（にんぎょう作家） 参加費：5,250円（お茶とお菓子付き）
エプロン姿のワニにんぎょうは、やや大きめ（30cm）。綿詰め〜ペイントの仕上げまで楽しんで作りましょう。

日12 会
場
Ｅ

2:00PM〜
6:00PM

「落語講座〜入口遊びで出口は文化」桂蝶六（落語家） 受講料：2,000円（テキストつき）
初心者のための落語講座。発声や心意気をプロに学びます。日常の話し方にも役立ちます。

火14 会
場
Ｃ

7:00PM〜
8:30PM

「初心者のための絵画塾〜オイルパステル」柿坂万作（画廊喫茶フレイムハウス店主） 受講料：2,500円
（画材費込み）　オイルパステル（クレパス）を使って身近な静物を描いてみましょう。エプロン、手ぬぐいお持ち下さい。

土18
会
場
C

2:00PM〜
4:00PM

「ポーポー屋の大人のたしなみ『今の保険でいいですか？保険の見直し講座』」
川島大樹（ファイナンシャル・プランニング技能士）・大田保恵　料金：1,500円（お茶付き）
保険のプロに聞く、今の時代に本当に必要な保険とは？　※保険の勧誘などは一切ありません。

土18
会
場
F

2:00PM〜
4:00PM

「カフェで冬の歌を歌いましょう」西影純枝（ソプラノ） 受講料：2,000円(ケーキ＋コーヒー付)
ヴォイストレーニングを受け.冬の夜.ペチカ.冬景色などを気持ち良い声で歌いましょう。

日19
会
場
D

10:00AM〜
11:30AM

「人生の献立をミニバッグに刺繍しよう、の会」神尾茉利（衣装作家） 参加費：3,500円（材料費込み）
大好きなことや大事なことばを自由に刺繍したミニバッグを作ります。初心者の方でも簡単。手ぶらでお越し下さい。

日19
会
場
E

2:00PM〜
5:00PM

「聴いて読む＆洋書絵本を読む」山崎一郎（翻訳家） 参加費：1,500円（お茶付き）
今回は、アンソニー・ブラウン著 『The Shape Game』 を読む予定です。

木23
会
場
G

7:00PM〜

「DVD『ミツバチからのメッセージ』上映会」坂東武子（ばんどう酒店） 料金：2,500円（映画＋オーガニックラ
ンチ＋お茶）　ミツバチ大量死の現場から、ネオニコチノイド系農薬の生態系と人体への影響について学ぶ。

土25
会
場
F

11:00AM〜
2:00PM

6:00PM〜
9:00PM

「三日月豆の苔玉教室『苔箱庭を作りましょう』」松本佳子（三日月豆・店主） 参加料： 5,000円（箱庭材料
＋お弁当＋お茶）　15cm角の正方形の木箱に、植物と苔と石を使って箱庭を作ります。木箱は焼き板と白と選べます。

日26
会
場
F

１1:00PM〜
2:00PM

「星の王子様刺繍の小物入れワークショップ」annas 川畑杏奈（刺繍作家） 参加費：4,200円（材料費、税込）
星の王子様を刺繍して、鏡つきの小さな小物入れつきコンパクトに仕立てます。終わった後はお茶とお菓子つき。初心者OK。

日26
会
場
E

1:00PM〜
4:00PM

common café　☎06-6371-1800　
Morrison（studio） ☎080-3113-4816
フレイムハウス　☎06-6226-0107　

カフェ アンドール 本町店　☎06-6423-0584　
タピエスタイル　☎06-4963-7450
ポーポー屋　☎06-6531-7827　

貸本喫茶ちょうちょぼっこ　
http://www.geocities.co.jp/chochobocko/
スタンダードブックストア　☎06-6484-2239

1415

「賢くてずるいあなたの口」舘村卓（大阪大学大学院歯学研究科准教授）
課題料理／八宝菜、キュウリの胡麻油風味、中華スープ、麦ご飯、ナタデココ入りデザート

6:30PM〜
9:00PM金3/23

●大阪大学×大阪ガス「アカデミクッキング」「専門分野の講義」＆「料理実習」で〝学問するココロ〟が実践的に身につきます。

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　申込受付期間／２月１日（水）〜14日（火）web申込受付は２月１日12:00PM〜、電話受付は２月７日（火）2:00PM〜　※申込多数の場
合は抽選の上、当選者にのみ２月15日（水）に案内を発送。申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里☎06-6871-8561　http://www.og-cookingschool.com/

認知症に関する正しい知識を伝えるとともに、医療と介護、地域社会が連携し、ご本人とそのご家族の穏やかな在宅生活を助ける
手段について、大阪大学の研究者が試みを報告します。

0:30PM〜
4:00PM日12

●市民公開フォーラム「認知症とむかいあう、となりあう」

会場／大阪市中央公会堂　定員／500名　入場無料（当日先着順）　お問い合わせ／認知症市民フォーラム事務局☎090-6754-8571　handaichiikirenkei@gmail.com

土 グラスルーツ・ミュージック・ワークショップ「アメリカンフィドルの旅」 定員：180名（有料／事前申込制）
悪魔の箱と呼ばれるヴァイオリン＝フィドルの魅力を探る試みです。詳細は下記問い合せ先またはhttp://artarea-b1.jp/

4:00PM〜
6:00PM11
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こ
の
写
真
は
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
7

月
5
日
、
肥
後
橋
の
南
か
ら
朝
日
新
聞
社
の

全
景
を
捉
え
た
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
取
り
上

げ
て
き
た
本
社
本
館
（
大
正
5
年
）、
時
計

塔
の
後
ろ
に
黒
い
朝
日
会
館
（
大
正
15
年
）、

そ
し
て
高
く
聳
え
る
朝
日
ビ
ル（
昭
和
6
年
）

が
写
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
阪
に
本
社
を

構
え
る
竹
中
工
務
店
の
設
計
・
施
工
に
よ
る

も
の
だ
が
、
全
体
の
調
和
に
配
慮
し
た
と
い

う
感
じ
は
な
く
、
そ
こ
に
統
一
感
を
見
出
す

こ
と
は
難
し
い
。
ち
な
み
に
各
設
計
者
の
完

成
時
の
年
齢
を
み
て
み
る
と
、
本
社
本
館
を

設
計
し
た
藤
井
厚
二
が
28
歳
、

朝
日
会
館
の
松
下
甚
三
郎
は

35
歳
、
朝
日
ビ
ル
の
石
川
純

一
郎
が
34
歳
。
3
人
と
も
竹

中
工
務
店
の
各
世
代
を
リ
ー

ド
す
る
ホ
ー
プ
だ
。
若
い
情

熱
で
設
計
に
臨
ん
だ
彼
ら
は

調
和
よ
り
も
個
性
、
誰
も
デ

ザ
イ
ン
し
た
こ
と
の
な
い
最
新
の
建
築
を
追

い
求
め
た
の
だ
ろ
う
。
朝
日
新
聞
社
の
側
に

も
、
個
性
の
競
演
を
受
け
止
め
る
懐
の
深
さ

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
代
と
い
う
時
代
そ
の

も
の
も
ま
た
、
若
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
写
真
に
は
も
う
ひ
と
つ

朝
日
新
聞
社
の
ビ
ル
が
写
っ
て
い
る
。
本
社

本
館
の
左
手
前
、
土
佐
堀
川
に
面
し
て
建
つ

別
館
だ
。
別
館
は
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

1
月
25
日
、
ち
ょ
う
ど
朝
日
新
聞
創
刊
50
周

年
に
あ
わ
せ
て
完
成
し
た
。
新
聞
社
の
社
業

が
拡
大
し
て
、
本
館
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め

1935
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

４
階
建
て
の
細
長
い
建

物
に
は
出
版
編
集
部
や

航
空
部
の
他
、
医
局
や

娯
楽
室
と
い
っ
た
福
利

厚
生
部
門
が
お
さ
め
ら

れ
た
。
竣
工
を
知
ら
せ

る
社
報
に
は
「
東
洋
の

ベ
ニ
ス
の
風
光
に
ふ
さ

わ
し
く
軽
快
な
る
雄

姿
」
と
あ
り
、
こ
の
時

代
も
水
都
・
大
阪
を
強

く
意
識
し
て
い
た
こ
と

が
伺
え
る
。
河
岸
に
は

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
、
新
聞
用
紙
の
大

き
な
ロ
ー
ル
が
こ
こ
か

ら
荷
揚
げ
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た

竹
中
工
務
店
の
設
計
・

施
工
で
、
昭
和
53
年

（
１
９
７
８
）
よ
り
整

備
が
は
じ
ま
っ
た
中
之
島
遊
歩
道
に
敷
地
を

提
供
す
る
ま
で
、
残
っ
て
い
た
。

　

周
囲
に
も
少
し
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
写

真
の
左
に
写
る
高
層
ビ
ル
は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
の
前
身
で
あ
る
新
大
阪
ホ
テ
ル
だ
。

第
五
話

　個
性
の
競
演 

│
昭
和
10
年
の
中
之
島
の
風
景
か
ら
│

この写真は大きく引き伸
ばして印刷されたもので、

「大阪朝日新聞社全景」
とタイトルが付けられて
いる。肥後橋と渡辺橋は
現在のものとは異なる重
厚なデザインで、四つ橋
筋の歩道は今よりもゆっ
たりしている。
写真提供／朝日新聞社史
編修センター

提供／株式会社 朝日ビルディング
http://www.asahi.com/festivaltower/

昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）
1
月
16
日
の
開
業

だ
か
ら
、
完
成
し
て
間
も
な
い
姿
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
大
き
な
吹
抜
の
ロ
ビ
ー
を
も
つ

豪
華
な
造
り
で
、
昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）

に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
、
大
阪
に
お
け
る
迎
賓

館
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
。

　

右
下
に
少
し
だ
け
写
っ
て
い
る
の
は
大
阪

中
央
郵
便
局
だ
。
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
近
代
の
郵
便
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、

昭
和
15
年
（
1
9
4
0
）
に
大
阪
駅
前
へ
移

る
ま
で
、
実
は
中
央
郵
便
局
は
中
之
島
に
あ

っ
た
。

　

現
在
の
キ
タ
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
百
貨
店

が
立
ち
並
ん
で
い
る
が
、
ビ
ル
の
隙
間
か
ら

覗
く
梅
田
方
面
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
木
造

の
瓦
屋
根
だ
。
昭
和
10
年
頃
の
大
阪
は
中
之

島
界
隈
が
最
も
モ
ダ
ン
で
、
都
市
機
能
の
中

心
だ
っ
た
の
だ
。

都
市
美
を

伝
え
て

│
朝
日
新
聞
と

中
之
島
の
1
3
0
年

取
材・文
／
髙
岡
伸
一

16

真実なのにちょっとショック」と言いながら、
一つ一つの質問に丁寧に答えていた。
　新刊も続々と出版され、今後もますますフ
ァンを増やしそうな勢いの久坂部さん。笑い
あり考えさせられるテーマあり、今後もぜひ
島民で書き続けていただきたいと願う充実し
た読書会となった。

年末に開催された読書会は、本誌で大
人気連載中の「中之島ふらふら青春記」

の著者・久坂部羊さんご本人をお招きし、連
載の創作裏話や中之島での思い出を語ってい
ただく贅沢なもの。月刊島民プレスの松本創
のナビゲートで、今月で33回目となる青春
記の創作秘話が語られた。
　予備校１年、阪大キャンパスに４年、研修
医として２年の計７年を中之島で過ごした久
坂部さん。「最初は中之島における学生時代
の話を全６回で書く予定のはずだったのに
…」と首を傾げつつ、編集部の熱心な働きか
けも実り、ファンを着実に増やし続けてきた。

之島キャンパス時代の同級生で、大阪
大学医学部の仲野徹教授も参戦。連載

を改めて読み返し、「当時から勉強してない
とは思ってたけど、ここまで勉強してなかっ

たとは」と驚きを隠さない。それでも、久坂
部さんは「僕は医者になりたくなかったから、
勉強が嫌いで講義ノートは一切残っていませ
ん」ときっぱり。「残ってないんじゃなくて、
元からないんやろ」と仲野先生がツッコミ返
すなど、爆笑の連続だった。
　後半には受講生との質疑応答も。「久坂部
さんのように患者さんの気持ちを思い悩む人
は稀ですか？」との質問には、「医者になり
たかったら考える暇はない。そこに患者の不
満が生まれる。極端にいえば無愛想で腕のあ
る医者か、愛想はよいが腕のない医者かどち

らかです」とのお答
え。他にも「どこま
でがネタでどこまで
が真実ですか？」の
問いには、「ぜんぶ

昨

中

久坂部 羊さんと一緒に読もう!
 「中之島ふらふら青春記」読書会
講師／久坂部 羊（作家・医師） @カフェ トゥ レ ジュール　

2011年12月5日（月）

講義レポート

3月まで
毎月開講!

御堂筋Talkin’About vol.14「大阪の観光魅力を考える」 
話題提供：平須賀玲子・上田真由美（英語通訳案内士）ナビゲーター／小林卓司（ランテック計画事務所）
新大阪市長も明言するように、国際観光振興が大阪の大きな課題。通訳ガイドの目を通して、大阪ならではの観光魅
力を考えます。

7:00PM〜
9:00PM月20

都市大阪創生研究会presents「港からみえる水都大阪」第3回：港区探訪 
ナビゲーター：山納洋（大阪ガス）ゲスト：福田頼隆氏（天保山みなアート会・みなと秋まつり実行委員会）
大阪の港湾エリア各区について、その歴史的背景や現状に詳しい方にお話をうかがいつつ、各エリアの今後の展望を
探っていきます。

7:00PM〜
9:00PM月13

淀屋橋駅直結の複合型商業施設「淀屋橋odona」の2階にある情報発信スペース「アイ・スポット」では、
大阪の歴史に関する展示が無料で見られるほか、月刊島民をはじめとするフリーペーパーなど街の情報も集まっています。
さらに、毎月さまざまなミニセミナーも開催。会社帰りに、街遊びのついでに、ぜひお立ち寄りください！

お申し込みは、アイ・スポットへ講座名・受講者ご本人のお名前・電話番号を、電話かメール、FAXでお知らせ下さい。
なお、定員に余裕がある場合は、当日入場も可能です。

アイ・スポット　大阪市中央区今橋4-1-1　淀屋橋odona2階　TEL＆FAX.06-4866-6803　E-MAIL.i-spot@voice.ocn.ne.jp　
開館時間／11:00AM〜9:00PM（土・日・祝〜8:00PM）　年末年始休　地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅10番出口直結　京阪本線「淀屋橋」駅徒歩1分　
http://www.city.osaka.lg.jp/keikakuchosei/page/0000018184.html

淀屋橋odona アイ・スポット通信

トーク

トーク

●大阪大学21世紀懐徳堂 i-spot講座 いろんなものさしシリーズ
「私の頭の中の『時間』のものさし」田中沙織（大阪大学社会経済研究所・特任准教授） 定員30 名 
「時間のものさし」をテーマに、脳科学の研究を紹介しつつ、脳科学と経済学のコラボレーションの意義や可能性について考えてみます。

水29 6:30PM〜
8:00PM

申し込み不要、会社帰りにふらりと行ける講座もいろいろ。どなたでも
お気軽に

島民Vol.43.indd   17-18 12/01/23   20:22
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大阪城公園梅林 
園内は自由に観覧でき、観覧料は無料。

難波宮 大極殿発見50周年記念「難波宮 百花斉放」
日時／２月25日（土）10:00AM〜4:30PM
入場料／無料（要申し込み）
定員／800名（応募者多数の場合抽選）
申し込み方法／往復ハガキに住所・氏名・電話番号・人数（2名まで）を記入し、
下記まで郵送。※２月13日（月）必着
〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-35 
アネックスパル法円坂６階
大阪文化財研究所「難波宮50周年」係
問い合わせ／大阪文化財研究所☎06-6943-6833

●第１部：発掘成果による『最新報告 難波宮』
１．再見！ 難波宮の建築
２．続々新発見！ 難波宮の官衙と難波京
３．新発見！ 木簡が語る難波宮
●第2部：講演『日本の古代史と難波宮』
１．栄原永遠男「聖武天皇の時代と難波宮」
２．水野正好「高津宮から難波宮へ」
●第3部：対談『難波宮–半世紀の調査から未来へ向けて–』

大阪天満宮「てんま天神梅まつり」（主な行事）
期間／２月８日（水）〜3月4日（日）
●「大盆梅展〜天神様と梅〜」 ２月８日（水）〜3月
4日（日）　9:30AM〜4:00PM（2月22日〜26日は
7:30PMまで）　樹齢200年を超える古木をはじめ、
50鉢以上の盆梅が展示される。ほかにも、宝物であ
る「天神画像掛け軸」や「御迎え人形」も見ることが
できる。入場料：大人500円
●「梅酒市」 ２月15日（水）〜21日（火） 10:00AM
〜4:00PM　さまざまな梅からできた梅酒の販売会。
日本一の梅酒を決定する試飲会も開催されるそう。
問い合わせ206-6925-6180（事務局）
●「ふるまい梅餅」 3月4日（日）10:00AM〜　参
拝者に梅を取り入れた餅がふるまわれる。なくなり次
第終了。参加無料。

が
開
催
さ
れ
る
。
盆
梅
展
や
梅
酒

の
試
飲
会
な
ど
、
ど
れ
も
梅
に
ち

な
ん
だ
お
な
じ
み
の
も
の

ば
か
り
。

　

ま
た
、
大
阪
城
公
園
の

天
守
閣
東
側
に
あ
る
梅
林
も
そ
ろ

そ
ろ
見
頃
。
１
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
梅
林
に
約
１
０
０
品
種
・
１
２

０
０
本
あ
ま
り
の
梅
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
見
頃
は
２
月
中
旬
か
ら

３
月
上
旬
に
か
け
て
。（
大
迫 

力
・

本
誌
）

19 18

２０１２年２月１日発行

　

続
い
て
は
２
月
２５
日
に
行
わ
れ

る
考
古
学
系
イ
ベ
ン
ト
。
古
代
大

阪
に
存
在
し
た
難
波
宮
の
大
極
殿

（
天
皇
の
即
位
儀
礼
な
ど
が
行
わ
れ

る
最
も
重
要
な
建
物
）
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
、
今
年
で
５０
周
年
を
迎

え
る
。
そ
れ
を
記
念
し
て
行
わ
れ

る
「
難
波
宮 

百
花
斉
放
」
で
は
、

難
波
宮
で
行
わ
れ
て
い
る
発
掘
調

査
の
成
果
や
、
最
新
の
研
究
が
明

ら
か
に
な
る
。

　

３
部
に
分
か
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
第
１
部
で
は
、
難
波
宮
の
建

築
物
や
出
土
し
た
木
簡
な
ど
、
近

年
発
掘
が
進
ん
で
新
た
に
分
か
っ

て
き
た
難
波
宮
の
実
態
が
報
告
さ

れ
る
。
続
く
第
２
部
は
講
演
。
大

阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
の
栄
原
永

遠
男
氏
、
そ
し
て
大
阪
府
文
化
財

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
水
野
正
好
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
古
代
史
の

中
に
難
波
宮
を
位
置
づ
け
た
講
演

を
行
う
。
最
後
の
第
３
部
は
、
講

演
に
登
壇
し
た
２
氏
に
加
え
、
長

シゴトとヒトの間にあるものを
考える2日間 

「シゴトヒト2days」フォーラム
日時／◎2月11日（祝・土）10:00AM〜
5:30PM　テーマ「場をつくる人」
◎2月12日（日） 10:00AM〜5:30PM　
テーマ「編集する人」
◎2月10日（金）プレイベント　4:30PM
〜7:00PM　海を越えた土地で、自分の
仕事に出会い、働いている人 を々スカイプ
で結び、語り合います。
定員／各日先着200名
参加料／1日1,500円　2日間通し
2,000円　※プレイベントは申し込み不
要・無料
申し込み／図書情報館Webページ申込
みフォームかＥメール（wsts@library.pref.
nara.jp）でのお申し込みが便利です。
※来館、電話申し込みはできません。
問い合わせ／奈良県立図書情報館
☎0742-34-2111　
◎詳細はhttp://www.library.pref.
nara.jp

堂島薬師堂
「節分お水汲み祭り」
日時／２月３日（金）
2:15PM頃〜8:00PM頃
場所／堂島薬師堂〜
北新地周辺
◎スケジュールなど詳細は
http://www.ntt-west.co.jp/
osaka/omizukumi/

拝
者
の
持
つ
竹
筒
で
で
き
た
お
守

り
に
、
僧
侶
が
祈
祷
し
た
お
香
水

を
汲
ん
で
清
め
る
。
そ
し
て
祭
り

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
堂
島
薬

師
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
龍
の
巡
行
。

弁
財
天
の
化
身
で
あ
る
龍
が
、
キ

タ
界
隈
を
練
り
歩
く
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
北
新
地
で

働
く
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
た
女
性
が
仮
装
し
て
練
り
歩
く

「
お
化
け
」
も
。「
お
化
け
を
み
れ

ば
そ
の
年
の
北
新
地
の
ム
ー
ド
が

わ
か
る
」
と
話
す
フ
ァ
ン
も
多
数
。

厄
払
い
が
て
ら
、
お
勤
め
帰
り
に

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

節
分
と
い
う
と
子
供
の
頃
の
豆

ま
き
が
懐
か
し
い
が
、
中
之
島
の

す
ぐ
近
所
で
は
毎
年
恒
例
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
外
観
が
ま
ぶ
し
い
堂

島
薬
師
堂
の
「
節
分
お
水
汲
み
祭

り
」
は
、
地
元
で
あ
る
堂
島
〜
北

新
地
で
古
く

か
ら
続
い
て

い
た
節
分
の

お
祭
り
と
、

２
０
０
４
年

か
ら
復
活
し

た
「
お
水
汲
み
」
を
合
わ
せ
た
早

春
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
「
鬼
追
い
」
で
は
、
奈
良
の
薬
師

寺
の
僧
侶
が
法
螺
貝
や
ド
ラ
の
響

き
に
合
わ
せ
て
町
内
を
練
り
歩
き
、

豆
を
ま
い
て
鬼
を
追
い
払
う
こ
と

で
、
今
年
１
年
の
災
い
を
払
っ
て

く
れ
る
。
続
い
て
薬
師
堂
に
て
行

わ
れ
る
「
お
水
汲
み
」
で
は
、
参

　

寒
い
２
月
の
お
楽
し
み
と
言
え

ば
、
こ
の
時
期
が
見
頃
と
な
る
梅

の
花
。
中
之
島
周
辺
に
は
大
阪
有
数

の
観
梅
ス
ポ
ッ
ト
が
揃
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
菅
原
道
真
公
が
梅
の

枝
を
持
っ
て
い

る
絵
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
梅

に
ゆ
か
り
が
深

い
こ
と
が
わ
か

る
大
阪
天
満
宮
。

境
内
各
所
に
梅

が
咲
き
誇
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ

て
「
て
ん
ま
天

神
梅
ま
つ
り
」

　

ま
ず
は
中
央
公
会
堂
の
展
示
室

を
会
場
と
し
た
古
本
市
の
ニ
ュ
ー

ス
か
ら
。
２
月
１５
日
〜
１７
日
の
３

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
そ

の
名
も
「
水
の
都
の
古
本
展
」
は
、

今
年
で
第
３
回
目
を
迎
え
る
。
大

若
手
11
店
舗
が
集
う
、

古
本
市
が
オ
ー
プ
ン
。

大
阪
の
考
古
学
の

最
新
研
究
成
果
が
わ
か
る
。

阪
・
奈
良
の
古
書
店
が
参
加
す
る

大
阪
古
書
研
究
会
が
主
催
す
る
も

の
で
、
特
徴
的
な
の
は
店
主
が
３０

〜
４０
代
と
若
手
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
。「
古
臭
い
イ
メ
ー
ジ
の
つ
き

ま
と
う
古
本
市
に
、
新
し
い
風
を

吹
き
込
み
た
い
」
と
は
、
参
加
店

の
一
つ
で
、
天
満
の
タ
ツ
タ
ビ
ル

内
に
あ
る
﹇moderna

﹈
の
店
主
・

鎌
田
圭
輔
さ
ん
。

　

い
わ
ゆ
る
古
典
籍
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン
書

や
絵
本
の
ほ
か
、
一
般
書
も
並
ぶ

と
の
こ
と
。
ま
た
絵
葉
書
や
摺
物
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
紙
モ
ノ
も
多
く
、

古
本
マ
ニ
ア
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
街
の
本
好
き
や
雑
貨
好
き
に

も
嬉
し
い
古
本
市
と
な
り
そ
う
だ
。

例
年
、
初
日
の
午
前
中
は
開
場
前

か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
の
よ
う
で
、
近
く
の
人
は
会

社
帰
り
や
お
昼
休
み
に
の
ぞ
い
て

み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

い
を
語
り
合
う
。
世
の
中
に
こ
ん

な
仕
事
が
あ
る
の
か
と
気
づ
く
だ

け
で
な
く
、
仕
事
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
、

「
人
」
に
つ
い
て
も
新
た
な
発
見
が

あ
り
そ
う
だ
。
ま
た
参
加
者
と
の

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら

就
職
を
す
る
人

た
ち
や
仕
事
に

つ
い
て
悩
み
を

抱
え
る
人
た
ち

に
、
会
話
の
中
か
ら
何
か
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

ね
ら
い
も
あ
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
１
日
目
が
「
場

｢第3回　水の都の古本展｣
日時／2月15日（水）〜17日（金）
10:00AM〜8:00PM

（最終日のみ5:00PM終了）
会場／大阪市中央公会堂　
地下１階・展示室
入場料／無料
問い合わせ／moderna 
☎06-6940-4948
http://osaka-koshoken.com/

難波宮から出土した
奈良時代の木簡。和
歌が書かれているの
ではないかと推測さ
れる。日本語表記の
歴史、和歌の歴史な
どにとって画期的な
発見だった。

　

千
葉
県
の
高
校
生
に
取
材
さ
れ

る
な
ど
（
昨
年
１２
月
号
参
照
）、
こ

の
と
こ
ろ
中
之
島
や
月
刊
島
民
に

つ
い
て
の
話
を
聞
か
れ
る
こ
と
の

多
い
月
刊
島
民
プ
レ
ス
だ
が
、
今

度
は
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
が
主

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
招
き
い
た

だ
い
た
。

　
「
シ
ゴ
ト
ヒ
ト2days

」
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、「
シ
ゴ
ト
と
ヒ
ト
の
間
に

あ
る
も
の
を
考
え
る
2
日
間 

」
と

い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
働
く
人
た
ち
が
、

自
ら
の
仕
事
に
ま
つ
わ
る
話
や
想

を
つ
く
る
人
」、
２
日
目
が
「
編
集

す
る
人
」
で
、
２
日
目
の
ゲ
ス
ト

と
し
て
月
刊
島
民
プ
レ
ス
の
大
迫

も
登
場
す
る
。
中
之
島
か
ら
奈
良

は
ち
ょ
っ
と
遠
い
け
れ
ど
、
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
も
合
わ
せ
れ
ば
全
３
日

間
に
渡
る
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。　

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

大
阪
市
立
中
央
公
会
堂
で

文
化
系
の
イ
ベ
ン
ト
２
本
!

大
阪
市
立
中
央
公
会
堂
で

文
化
系
の
イ
ベ
ン
ト
２
本
!

大
阪
市
立
中
央
公
会
堂
で

文
化
系
の
イ
ベ
ン
ト
２
本
!

山
雅
一
大
阪
文
化
財
研
究
所
長
が

「
難
波
宮̶

半
世
紀
の
調
査
か
ら
未

来
へ
向
け
て̶

」
と
題
し
て
対
談
。

発
掘
調
査
及
び
研
究
成
果
を
踏
ま

え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が

見
ら
れ
る
の
か
が
語
ら
れ
る
。
古

代
史
フ
ァ
ン
に
は
ま
た
と
な
い
機

会
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

難 波 宮 大 極 殿 発 見 ５0 周 年 記 念難 波 宮 大 極 殿 発 見 ５0 周 年 記 念

主 催：なにわ活性化実行委員会　共 催：（財）大阪市博物館協会 大阪文化財研究所・大阪歴史博物館
後 援：大阪市教育委員会・（公財）大阪府文化財センター
主 催：なにわ活性化実行委員会　共 催：（財）大阪市博物館協会 大阪文化財研究所・大阪歴史博物館
後 援：大阪市教育委員会・（公財）大阪府文化財センター

難波宮 百花斉放難波難波宮 百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放難波難波難波難波難波難波難波宮宮 百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放難波宮 百花斉放
第１部( 午前 ) 発掘成果による『最新報告 難波宮』第１第１部( 午前 ))発掘成果によ発掘成果によ発掘成果によ発掘成果によ発掘成果によ発掘成果による『最新報告 難波宮最新報告 難波宮最新報告 難波宮最新報告 難波宮最新報告 難波宮最新報告 難波宮最新報告 難波宮』第１部( 午前 ) 発掘成果による『最新報告 難波宮』

■再見！難波宮の建築 ■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築 

■新発見! 木簡が語る難波宮－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－■■新発新発新発見見見! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波! 木簡が語る難波宮－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－■新発見! 木簡が語る難波宮－戊申年銘木簡と万葉仮名文木簡－

大阪歴史博物館学芸員　李 陽浩
■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築■再見！難波宮の建築

大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　大阪歴史博物館学芸員　李 陽浩李 陽浩李 陽浩李 陽浩李 陽浩李 陽浩李 陽浩大阪歴史博物館学芸員　李 陽浩

大阪府文化財センター 調査課長　江浦 洋大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　大阪府文化財センター 調査課長　江浦 洋江浦 洋江浦 洋大阪府文化財センター 調査課長　江浦 洋

■続々新知見！難波宮の官衙と難波京■■続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京■続々新知見！難波宮の官衙と難波京
大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　高橋 工大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　

続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京
高橋 工高橋 工

続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京続々新知見！難波宮の官衙と難波京
高橋 工高橋 工高橋 工大阪文化財研究所 難波宮調査事務所長　高橋 工

第２部( 午後 ) 講演『日本の古代史と難波宮』第２第２部( 午後午後 ))講)講) 演『日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮日本の古代史と難波宮』第２部( 午後 ) 講演『日本の古代史と難波宮』
聖武天皇の時代と難波宮
高津宮から難波宮へ
聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮聖武天皇の時代と難波宮
高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ高津宮から難波宮へ
聖武天皇の時代と難波宮
高津宮から難波宮へ

大阪市立大学名誉教授・特任教授  栄原 永遠男

大阪府文化財センター 理事長  水野 正好

大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教大阪市立大学名誉教授授・・特任教授特任教授特任教授特任教授  栄原 永遠男栄原 永遠男栄原 永遠男栄原 永遠男栄原 永遠男

大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長大阪府文化財センター 理事長  水野 正好水野 正好水野 正好水野 正好

大阪市立大学名誉教授・特任教授  栄原 永遠男

大阪府文化財センター 理事長  水野 正好

第３部 対談『難波宮－半世紀の調査から未来へ向けて』』第３部 第３部 第３部 対談対談『難波宮難波宮難波宮－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向－半世紀の調査から未来へ向けてけて』』第３部 対談『難波宮－半世紀の調査から未来へ向けて』』
■対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一

■難波宮復元ＡＲ披露  

■■

■■

対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一

難波宮復元難波宮復元難波宮復元難波宮復元難波宮復元ＡＲ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  

■対談　水野正好、栄原永遠男、長山雅一

■難波宮復元ＡＲ披露  

無料
要申込

午前10時～午後4時30分午前10時～午午後4時3時30分午前10時～午後4時30分

平成２４年平平成２４年平成２４年

２月２５日（土）

拡張現実

ＡＡＡＡＡＡ
拡張現実拡張現実

ＡＡＡ
拡張現実

ＡＡＡＡＡＡ
拡張現実

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
拡張現実拡張現実拡張現実

ＡＡＡ
拡張現実

ＡＡＡＡＡＡ
拡張現実

ＡＡＡＲ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実拡張現実

Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実

Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実拡張現実

Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実

Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実

Ｒ披露  Ｒ披露  Ｒ披露  
拡張現実

難波宮 百花斉放難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波難波宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮 百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放百花斉放難波宮 百花斉放

２２月月２２５５日日（（（（（（（土土土土土土土）））２月２５日（土）
大阪市中央公会堂
８００名  （多数抽選）
２月１３日（月）必着

大阪市中央公会堂
８００名  （多数抽選）
２月１３日（月）必着

会 場 ：
定 員 ：
締 切：

会 場 ：
定 員 ：
締 切：

な に わ の み やな に わ の み や ひ ゃ っ か せ い ほ うひ ゃ っ か せ い ほ う

司司会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和会 : 大脇和明（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）（朝日新聞社記者）
（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）（大阪文化財研究所長）

〒540-0006 大阪市中央区法円坂 1-1-35 アネックスパル法円坂６階
大阪文化財研究所「難波宮５０周年」係 ＴＥＬ:０６－６９４３－６８３３

申込方法（締切２月１３日必着）

※お申し込みの際にお伺いした個人情報は当催しに関する連絡や今後の講座企画の参考のためにのみに使用し、事業終了後は廃棄処分いたします。

往復ハガキで「住所、氏名（ふりがな）、電話番号、参加希望人数（２名まで）」を記入し、下記までお申し込みください。
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　楠葉朝日3丁目の病院が立ち並ぶ、くずはアベニ
ュー沿いにある公園。1周550mの遊歩道があり、崚
真さんは週末の朝にジョギングで利用している。犬
の散歩をしている家族やバスケットボールの練習を
している子どもたち、楽器の練習をしている方など
思い思いの過ごし方を気兼ねなくできるそう。「秋
は紅葉がきれいで、ピクニックしている家族が多い
んですよ」（崚真さん）。撮影時は1月はじめという
こともあり、凧揚げをしている家族がチラホラ。

うちの近所のお気に入り。

楠葉東公園

京
阪
沿
線 

島
民
の
部
屋
か
ら
。取
材
・
文
／
狩
野
哲
也

写
真
／
李 

宗
和

暮
ら
す
楽
し
み
が
広
が
る

団
地
で
の
D
I
Y
生
活
。

樟
葉 

中
島
崚
真
さ
ん・
香
織
さ
ん

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
ね
」（
香
織
さ
ん
）。
界
隈
の
人
た
ち
も
の

ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
姿
が
た
く
さ
ん
見
受

け
ら
れ
る
そ
う
。

　

崚
真
さ
ん
は
、
そ
の
公
園
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
こ
と
が
休
日
の
日
課
な
の
だ
と
か
。
走

っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
健
康
の
た
め
に
歩

い
て
い
る
お
年
寄
り
も
い
て
、
顔
な
じ
み
の

方
も
増
え
て
き
た
。
周
辺
は
家
族
で
経
営
さ

れ
て
い
る
お
店
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
点
在
し
、「
近

所
で
言
え
ば
都
飯
店
の
麻
婆
豆
腐
が
オ
ス
ス

メ
で
す
よ
。い
つ
も
満
員
で
す
」（
崚
真
さ
ん
）

と
、
自
分
の
舌
と
足
で
お
店
を
探
す
の
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
。

　

休
日
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
ま
と
め
買
い
に
出
か
け
る
こ
と

が
多
い
。
ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
て
い
る
家
庭
菜

園
の
道
具
も
そ
ろ
え
た
。「
な
す
び
、
パ
プ

リ
カ
、
ネ
ギ
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。
っ
て
、

食
材
ば
っ
か
り
で
す
ね
（
笑
）」（
香
織
さ
ん
）。

ほ
し
い
も
の
は
な
る
べ
く
自
分
た
ち
で
作
ろ

う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
で
、
部
屋
を
見

渡
す
と
所
々
D
I
Y
的
に
つ
く
ら
れ
た
棚

が
天
井
空
間
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
気
持
ち
い

い
生
活
の
た
め
の
工
夫
が
、
暮
ら
す
こ
と
の

楽
し
み
を
広
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

福
岡
生
ま
れ
の
崚
真
さ
ん
は
摂
南
大
学
へ

の
進
学
と
と
も
に
寝
屋
川
市
駅
周
辺
で
一
人

暮
ら
し
を
は
じ
め
た
。
そ
の
後
、
バ
イ
ト
先

の
設
計
事
務
所
の
所
長
さ
ん
の
紹
介
で
樟
葉

の
団
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来

の
ど
か
な
樟
葉
の
町
を
気
に
入
り
、
現
在
は

そ
の
住
ん
で
い
た
団
地
の
向
か
い
側
に
位
置

す
る
別
の
棟
に
香
織
さ
ん
と
住
ん
で
い
る
。

　
「
緑
の
多
い
眺
め
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
樟
葉
駅
に
は
、
職
場
の
あ
る
京
都

の
設
計
事
務
所
か
ら
帰
る
際
に
特
急
が
止
ま

る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
駅
か
ら
バ
ス
で

10
分
で
す
が
、
歩
い
て
も
住
宅
街
を
通
れ
ば

実
は
20
分
程
度
で
意
外
と
近
い
ん
で
す
」。

　

一
方
、
奥
さ
ん
の
香
織
さ
ん
は
寝
屋
川
育

ち
。
通
学
、
通
勤
で
京
阪
電
車
を
使
っ
て
い

た
も
の
の
大
阪
方
面
に
行
く
こ
と
は
あ
っ
て

も
京
都
方
面
に
行
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
そ

う
。「
駅
か
ら
少
し
歩
い
た
だ
け
で
、
こ
ん

な
閑
静
な
住
宅
地
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」。
毎
朝
7
時
に
起
床
し
、
バ
ス
で
樟
葉

駅
に
向
か
い
、
淀
屋
橋
駅
経
由
で
新
大
阪
ま

で
通
勤
し
て
い
る
。
帰
り
は
樟
葉
駅
前
の
ス

ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
帰
り
、
崚
真
さ
ん

が
帰
宅
す
る
23
時
か
ら
1
時
ご
ろ
に
食
事
が

は
じ
ま
る
。

　
「
も
う
毎
晩
呑
ん
で
ま
す
よ
。
お
酒
の
ア

テ
が
並
び
、
こ
こ
は
居
酒
屋
？ 

と
い
う
感

じ
（
笑
）」（
崚
真
さ
ん
）。

　

ふ
た
り
が
確
実
に
休
み
な
の
は
日
曜
日
。

「
温
か
い
季
節
は
近
く
の
楠
葉
東
公
園
に
ワ

イ
ン
と
手
づ
く
り
の
パ
ン
を
持
っ
て
行
っ
て

学生時代にバイト先の寝屋川のスパゲ
ティー屋で知り合ったという中島夫妻。
2009年に結婚し、今の自宅には同年
に引越。崚真さんは京都烏丸の設計事
務所で働き、香織さんは新大阪の商社
に勤務している。

左／部屋からの眺め。視界に緑が広がるところが気
に入っているのだとか。右／部屋を見渡すと所々ホ
ームセンターで買った木材でカスタマイズされてい
る。「団地物件は収納場所が少ないので、自分でDIY
できれば快適空間になりますね」(崚真さん)。

休日は崚真さんが学生時代にバイト先で鍛えたパスタの腕を振るう。台所周辺には捻ればワイ
ンが出てくるサーバーなど、ふたりがすぐゴキゲンになれるアイテムが盛りだくさん。

Data 京阪樟葉駅からバスで10分
程度の大規模団地「男山団地」は築
30 〜 40年。「樟葉は高級住宅が多い
イメージでしたが、かなりお手頃な
値段で住める物件も多いんですよ」
と語る中島家の家賃は2LDKで4万円
台。街路がきれいに整備されている
のもポイント高し。昨年は男山団地
自治会のバスツアーに参加したそう。

ベランダ家庭菜園。季節は
ずれの秋ナスがなっていた。
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 天
満橋店／ MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市社会福
祉研修・情報センター／大阪市中央公会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハ
ーモニー会館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスク
ール／芝川ビル／市立住まい情報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB ／メビック扇町

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／ Ultra 2nd ／江戸前鰻料理 志津可／ EXPO CAFE ／ MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA ／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR ／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／テ
ィーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／ NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／ BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／
宮崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／ LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館　［店
舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe ／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホ
ステル64オオサカ／ MANGUEIRA ／ Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／ Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／
大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 新宿店／ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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